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CALS/、ECの達成状況(1)

・建設プロセスの各事業単位におけるパーツとしてのICTの活用・

整備は進んだ。

・建設生産システム全体としての活用、展開までは至っていない。

・電子入札は拡大しナニ。ただし電子契約は未達成。

・電子紬品はルール化しナニ。ただし成果品の利活用は進んでいな

い。

・情報共有は工事施工中の証実験を対数に実施。ただし、設計

→施工、施工→維持管理の共有はできていない。

ICT(1nformationand comm卯iC節onTechn010gy)は「情報通信技術」の略

・北CALS血
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CALS/'ECの達成状況(2)

<調査段階>

.地理報の基準となる基盤地図情報の整備が進んでおり、GISやGP

Sの利用は一般化した。

.地質情報として地盤ボーリング調査の共通DBが構築されつつある。

<設計段階>

詔CADデータ交換標準、子納品要領等の整備と利用は進んだ

.電子成果品を登録する保管管理システムも一部で運用。

ロ「情報センター」といった形での利活用は進んでいない。

E営利活動生人)

CALSスキルアップで務効率化
/熱中症予防対策

. ヒCALS吐及会
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I CALSの現状と今後の動き

CALS/'ECの達成状況(3)

<積算段階>

報の自化は、特に複数のプロセスにまたがった報交換が口

要求される分野であり、用化は十分に進んでいない。

<工事入札から契約段階>

.入札情報の子的提供は、手法としてほぼ達成されナ=。

口上プロセスに続く契約行為は、従来通り紙で行われている。

<工事施工段階>

.工事施工中の情報共有(ASP)は本格用されている。

***プログラム獣*

I CALSの現状と今後のき

Ⅱ電子品について

化施工についてⅢ

Ⅳ工事報共有システムについて

V 最新測量技術等の介

Ⅵ建業における中症の知と対

Ⅶその他

平成25年7月27日(土)

モ ヒCALS 及会
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I CALSの現状と今後のき

CALS/ECからCIMヘの移行(1)

『CALSの15年』を振り返り新たなステージヘ

子入札

・CAD図面交換

子納品 一定の成果→活用
報化施工

・ASP(工事報共有システム)

'り、地方自治体にも広がったが、入メリットを示せない

まま、自治体別のルールが独り歩きしている。

本来目指してきたライフサイクル 一貫した情細化のシス

調査~計画~~施工~持理テムはまだ撫築されず
000008

ヒCALS血及会

むCALS普及会i,ヒCALS血及会
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CALS雌及会

これまでの国土交通省のCALS/'ECの経緯

1996年4月「建設CALS整本構想」策定

①情報交換 ・電子入札

②情報共有・連携 ・CAD図面交換

③業務プロセスの改善・電子納品
④技術標準 ・情報化施工

⑤国際交流・連 ・ASP(工事報共有システム)

CALS 備基本構想」⇔2010年までの対期とした

2010年1997年 20促年 2006年3月 2009年3月

設CALS乍Cアクションプログラム

【銃合】CALSIEC CALSIECアウシヨン CALSIECアクシヨン
アクションプログプログラム2005 プログラム2008
ラ厶
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I CALSの現状と今後の動き

写

CALS/ECからCIMヘの移行(6)
管理基準、〒ジタル写管理・に関するき

現状(Before)
住計到値の翼皇

真讐頚項目の記入・作国
('」、晶板・チ.ーク)

.写真如影

@写真嵯壁.匪集

計

ヒCALS普

今後(After)

真ソコト

定

..写真瞥填目の取込みと

I CALSの現状と今後の動き

写真盛理
曽理による自血

写

CALS/ECからCIMヘの移行(フ)
管理、デジタル写管理基準にする動き・提案

写真署理基市(案)国土交通省平成23年1 に0いて

曳行註当怪所

{工事写真の写真鳳也1'当,0 は、歌の項目のうち必雲

事唄是記龍し,、瓜慌ι文字.1事'読できる扱牝基埠)

イ幻択影方庄よう被写体とも1 写L込t,ものιナる

I CALSの現状と今後の動き

CALS/ECからCIMヘの移行(2)

BIM(Buildin lnformation Modelin

0コンピュータ上に作成した3次元の形状報に加え、室等の名

称や仕上げ、材料・部材の仕様・性能、コスト情報等、建物の属

性情報を併せもつ建物情報モデル(BIMモデル)を築すること。

OBIMの活用により、設計~施工、維持管理に至るまでの建築

ライフサイクルのあらゆる工程で効率化にがる。国際的に、試

行プロジェクトが数多くなされ、また、国際準化が進む。

①工事名..工樋抹、.酵点(位霊)、@詮
計寸止.兵訓・1怯、'路園
小皿犠の判読が田起と心る場合は、別紙にし
要事瓜を記入、写真に話付して牲理ナる

ま,・.特殊女場合で塾督暇nポm示,るも
のは,拘コした頃nを栢示した如度で蛾影→、
ろものι十る.

デジタル写真管哩情報基慎早成22年9月 m土交通省」

肱当芭所 理行

6写真編血埠写真の信圃牲を毒虚し.写真国棋は昂め女

、、.

北 ALS普及会

見直追記^)

写真益牝1、野た0ては.吹の項目のウち必妻

事墳を記紅,,」円媛ι文字が判Rできる
よう釜写体とと 4,1'写込t↑ものと→'ろ.

000013

Φ工事名 般工植穿.詳は(位買

計寸迭、.客副寸怯、伍梱き
小瓜坂の判読が四凱なる場合は,呈」帳1、ι
要事ln左記入、写真1、翫{十て整理,ろ.

生か、杓孜な場合で豊督職nポm示,るも

のは、桁示した唖目を桁示した釦度で掘影,
るものι十ろ

I CALSの現状と今後の動き

CALS/'ECからCIMヘの移行(8)
数量出要領の取り扱いを見直し、施工管理で活用することへの動き・提案

(1)プロダクトモデルを活用した数量算出の提案
算、施工分野ヘのプロダクトモデルの活用に当たっては、数出に3D-

CADを利用できるようにすることが不可欠。現在の国土交通省の数産出要
領では、面の計については「結果の確認をした上で」CADソフトによる算
出結果の適用を認めているが、体のについてはCADソフトによる計

結果の用は認められていない。プロダクトモデルを活用した数出を行う
ためには、数出要領を改訂することが望まれる。

イ国土交通省):P成21年度(10月弱土ホエ事数量真出婁韻(案)

哩行該当笥所

異(美通冊)

章'士事項

数酔算方怯

北CALS普及会

に0いて

見直L.迫記度】

写真の信愚性を考慮.写真円畢は露め女

鳥、.

東北CALS普及会

I CALSの現状と今後の動き

CALS/'ECからCIMヘの移行(3)

築分野でのBIMを建設分野に拡大導入して、設事全体での生産性の向上を図
る.H24年:d簿入検討及ぴ②モデJレ事案にて試行

<イメーフ>

ι.面積に0いてけナで1、CADι、よる数量算出が可能

二れによわ,糧算時の勲量算出だ,ナでなく、覧工時における、出来高曽毘・亀認.般,ト寳更、業量

精算等の床の数量算出作業の載威等が期埼できる.

4,体暄の計真
の計算t土数学公式ι'よる1汪力、、両断

面1嵩のギ均数に距敵を重しる早均断面

怯により算昌寸'る.

計画

'北CALS普及会

000014

信)活用ICT(
《情報共有・設計支援・自動施工・測量等》

設計

CIM 入にあたっては、

「対象物の三次元空間形状」、「時間・コストの基本情報、対象
物の属性報」、「維持管理を考慮した計測機器の組み込み等
による高度化」が3つの重要な要素

見直し・追記(案)

4,体糧の計算
1)休の,ι算け倣学公式による1ヨカ..両断

面輯のギ均数量に距亀を乗じる早均断面往
により算出する

ヒCALS普

000009

待される効果

・情報の有効活用(設計の可視化)
・設計の最適化(整合性の確保)
・施工の効牢化、高度化(情報化施工)
・横造物報の一元化、統合化
・環墳性能評価、構造解析等
・雑持管理の効率化、高廣化

I CALSの現状と今後の動き

<αMの自指すこと>d洲報の有効活用住般計の適化③蜷工の効庫化、高度化住奧持皆逼の効庫化、高度化

゛...........................................

CALS/'ECからCIMヘの移行(4)

期晝・量・

ι惇慮.^,.デー,1
.竃彫チー,【3寂")

・1羊抽蝕計(風牲含置:)

1葺工吐写で"亘,'方
..島尋"々デ^吐亘甥
,ι)

Ⅱ電子納品について

3Dモデル
(霞計レ代ル)

ら,'.首黒1
干"チ1ウク.於計.スΦ剛堂
嫡廼計.芦断
.算=ス、此.

輯量物イーリの酬置牝
重量.白血,出

<

卜'

ヒCALS普

000015

'灸住言」

ι.,.

潤至C頃牲夏劃 1
如讐.モ,,ι.璃用X 、

劃

栓椅・管珊

r"卓 .デー,1
・.敏・制晦翫蛭
.唄堆センサー11C,ゲ尊

しの埴島

......................................................................................................................

貞豆者1
.,'.卦晶1

貞牲霊罵の赴阜主

(自^亘)
五胃.島止

工軍.量轤=10,ト割」
の"皐生

北CALS血及会

000010

3Dモデ1レ
(曽理レペル)

ι器6皐'勉脚
算嚴電壱φ島卓を・高虞
」テ品,,イム置状暫楓

飽工(着芋肋)

1庫直・^,.デー,1
卑工昂霊軸星
加卑の敦計

【配価Φn.旦、嶋楚章リ
料け首

I CALSの現状と今後のき

3Dモデル例

3Dモデル
(鞄エレペル)

ι.牡..脚
〒静,1ケク.亭貝リ田^
晴費牝算工の掩匙

(1)現在の現場写真に係る作業の現状と課題

時に、管理報や計測を小黒板にチョーク書きし写し込んでいる。・写

・写真影後は、パソコンに写真データを取り込み写真管理ソフトを使用して、小黒板情
報から必要情報を手入力して理している。
(2)課題の改善内容と効果
・写画データとともに写真管理報を記録可能なデジタルカメラが普及している。
・小板に記入している管理報は、タブレットPCなどから入力し撮影時に写データと
同時に記鋒することができる。これにより時の小板入作や、写整理時に管

報から自分顛ができるなど写整理の作を大に軽できる。
・さらに、写真管理項目等の報を暗号化した写真データとして記録するため、現在より
も写真の改ざん検知能が向上する。
(3)改善内容の施に向けての課題

・現行デジタル写真管理情報には「写真の信愚性を考慮し、写真集は認めない。」
とあるため、写真データに写真理情報を記鋒するデジタル小黒板についても、写真
集とみなされている。

.また、写管理基準に「小板を文字が判できるように被写体とともに写し込むものと
する。」と明されているため、デジタル小板の利用が認められていない。

CALS/'ECからCIMヘの移行(5)

興丘暑)

t.'れ.暫劃

孟計暖亜.免卓牝
首・豊.島..

飽工(完成時)

ι弛血'地調す.デー,1 (庫工完丁レ'重ル)

4

出畳卦..賃.豊量1
赦陣電.用握畢.最窒

工

ι瑚晶デー,1
悶^ι.0

1掴','.典黒1
凧唱智^塾卑を
盟工計盲田牝

費告の南上
.叢"賢頁の島卑牝

000016 000012

r .,'.^1
覧或デ^の肩煮生.憂喧を

会

会
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Ⅱ電子品について

森林水産省の子納品

相変わらず従来通り、類のスキャニングPDF化で

従来のまま 工亭写真

劉 凌
^01

馬゛

青森県については、要領(案)では類も対象であるが、現状は
監督職員の判断で、「工事写」と「完成図」を対象としている。

森・農林水産省ともに独自のチェックシステムが公開されて
いることに注意!

000021

覇工計宿書

r且剛】 吟

"ヒCALS普及会

北CALS普及会

"

.

電子納品について

森林水産省の

子納品チェックシステム

用。

森県の

'

'罰.

国土交通省の子納口
H22.9「土木工における受発注者の務効率化実施方針」により子納品の運
用が大きく変わった。「紙」と「子」の二重納品の廃止により簡化された。

従来は

チエックシステムは各HPからダウンロードできます。

森県

h廿P:11WWW.pref.aomori.1g.jpn(ot3Wbuildlcals htm

農林水産省

h壮P:11Www mヨ什go jpljmousinlsekolnouhln youry0Ⅲ ens'.htm

子納品

林水産'の

^..^

,ー.^骨

東 CALS普及会

興*虚令粛村塾.重駈

電子^チエづクシステム(甲陵ユ5年3月朗

Ⅱ電子納品について

なぜCAD製図基準にしなけれぱならないのか。

次フェーズ、後工事、維持出理などで利活用するためには、
CAD図面データを確実に納品し、どのCADでも利用できる
共通フォーマット、共通作図ルールに準拠していることが不
可欠である。(適正にCADソフト間で交換するため)

CAD製図基準(案)→P21(国際規格)形式を求めている→SXF
仕様に準拠ということになる。

SXF仕様を採用した理由、求める理由。
・紬品データに特定のCADメーカーに依存するフォマットはNG。
CADソフト個数分以上に交ルルを定めるの1現理。
・多くのCADソフトで正確なデタ交ができる交換'が必
・外企の入も妨げない、際規格1、沿ったフーマソトが必。
・長期的な交フオマットであることが
・各CADソフトオリジナルデータは互換性がなく、交換、共が困。

子納品チェックシステム

000020

.冨買

飽工計.書

r貞.馴】

隻

.

ゴ CALS普及会

塗

゛

工亭写翼

国土交通省の電子納品

現在は・ー
工事帳票の電子媒体工事写の電子媒体

一納品

.

序

兜慮.酉

質昏
鳳書堂料倉

r 】【】

議工事債組共有シスデム
(ASP)逗用工のみ出力
データを作成保存が必要

張鯛ゞ
ι011郵

ヒCALS普及会

000022

"電子納品について

CADソフト→SXF変換(P21形式)における留意事項

・ソフト固有の拡張機能や作図要素を使用しない。

・共通のフォント(MSゴシック・MS明朝など)を使用する。
・AutocAD、V・naSなどCADソフトでのSXF変換時の設定に注意。

SXF仕様についての豆知識

・V引3.0レベル2以上とVer2.0レベル2以上などがある。

・線種尺度を保持することはできない。
・文字スタイルという報はない。
・表示順序を保持できない。(V0虎.0レベル2
・OLEオブジェクトを扱えない。(V.捻0レヘル2)

.外部参照を使えない。(ver2.0レペル2)
・クロソイド曲線は使用不可。ペジ.曲線で現可。(V.立0レベル2
・ラスターデータは白黒2値TIFF形式1枚のみ可能。(V確0レベル2

000024

工事成国書の電子軸晶側
Hユユ0 P3-4
電子M晶等週用ガイドライン
"盆9 P3-14

工事写貫

ιP1100】

,むCALS、及会

000017

工事完成図杏の電子媒体

工事類
(短期保存する

Ⅱ電子納品について

国土交通省の子納品

一,

催砥πヨ】

,工事真.
しτ

兜駕豊曹

別

質・土質一

ιBO 】

工

工事名詠

の鱒ゞ

号:ユ01^304101伽11 11

平虚牧年度柳田道路改良工事

{匡亟亘コ←AS子偶体の

早歳訂皐ユn

佳竺処倒

【0 】

000023

CALS普及会

工完威図

(畏期保存する

電子媒体の内容を入。

工亭暑号:卸1^30410lm17 VI

工名秤:早^度柳田改良工事

工事完直応'ー^電煤

別

電子媒体ヘの表記規則

カデータ

北CALS 及会

趣竺旦主到

000018

単建力

国土交通省の子納品

工事完成図の取扱い

「土木工事における受発注者の業務効率化施方針」にお
いて、次フェーズ、後工で利活用が期待できることから、エ

完成図の子成果品及び紙の成果品を必須納品としナこ。

電子納品等用ガイドライン【土木工事】H229

R24 53.工完成図データ【DRAVVING"
53.1.図面ファイルの作成

受注者は、「cAD基準」1こ従い工事完成図を作成します。

※事前協、チェックシートでも・ー

「発注者から発注図CADデータの提供の有無に係
わらず、電子納品の対数とする」とされている。

昏号:201^卸4101伽IT υ1

工事名砕:平成記年度柳田道飴改良工事

子雌体の"宴^
虚真キa"

面と台帳類

,_f里L! 匝亜回
000019
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子.品について

SXF(P2νSfc)形式CADファイルの閲覧印刷
CAD製図基(案庁エツク可能

甲A.1 ^,

..

SXFM8W引

ゴ,N鼻0」..小, ^、

.0.咋

(単位:血)

1Φ

000028

AUTODESKSXFⅥEWER

昏,.'

CALS 及会

Ⅱ電子品について

工事管理ファイルの作成のボイント
境界座標の記入について
「測成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サービス」ホームヘージを利用ください

,

.0 ,^^モ4^"1,.^

Ⅱ電子納品について ~工完成図~

「完成図」はこれまで、明確な定義や扱う範囲、およぴ
体的な作成方法に鬨する記がなかった。

q工L_.
地方整局や、事務所、出所によって独自の旦ニカル
ルールに基づく作成方法、提出方法が存在していた。

]ミ〕ー
再利用できなく、道路事におけるCALS/EC普及の足と
なっている.将来的には、工事の状況把握や安全運支擾
などITSヘの利用等をえれば一定の品を保するため
の図面の標準仕嫌を定め、必な情報を持つ質の高いCA
Dデータの整備が必要である。

丘

'血.

亘.虚畳電子鯛昌1重.讐.卓0」蛙..よ血宝.,ピユ

゛

北CALS血及会

000029

邑

,

1.子納品について

XMLとは?? ^.1^

01、^

XML 【 Extensible Ma,kup Lan"uaEe 】 ^帥50TO

ロ^買_C^

文書やデータの意味や構造を記述するためのマークァップ

DTDファイル

20

"・、ι主i

.

^

^

00道路改良舗装工事

標準断面図

平成21年3月

図面番号 3031:100

株式会社 00建設

東北地方整備局青森河川国道事務所

道路工事冗成図作成要で「完成図」

,

づ CALS普及会

国土交通省

'ι

E'岐^0'D 坤OW-
田0叩訂^゛暑励司亀工.件易写^電亘E恬..曳J.電亀壹上.桐電
予..゛^^

.^^^゛1

..

,.

子品について ~工卒完成図

平成15年度以降共仕様書(1日)では・・・

「完成図は出来形図で兼ねることができる」

.
田』^吾,キ冒,,.司一'フ^赴^,帥'.局11憎.、'4宅,臭工

.'14,匡写悟,,.'ιコ,、,'".智軍N ,ι".ぜ.,,
風、.,,古.市置^コ',告自悼フ,4,芯自4f昆,,'コ,イ鳥つ,4,...曼冨

力4^,モ0直,,.,..そ^,避、,.コ,イ'、.゛.圏"
岨^,.,,号^,゛

、゛

冒

.

ιCALS普及会

国土交過省

、

.

島

000027

"

現在の土木工事共仕様書、「道路工事成図等作成」で
は「出来形管図」とは明に区別していて、完成図の作成、提
出が必,である.

よって・・

出来,
面最

喜

000030

CALS普及会

コ,イ 1
,

XML=目次です!

Ⅱ電子納品について

電子成果品を利活用する!(閲

語のーつ。

XMLファイル

しそ^ 1

軍

定養した

000025

イ鳥コ』

丁イ」L 其、

ro,イ

字'ー

コ,イ'コ.ル,

C LS普及会

国土交通省

図

Ⅱ電子品について ~工完成図~

CAD製図基準(案)及び道路工事成図等作成要
で定義されている表題(タイトルボツクス)

^

工事名工事件名を記る

^
図面名図';名称を記る

,、を作成した日付(峻工日など)を記 0作成年月日
する.

^
縮尺 図面番号

^

会社名作責任でる工会社名を記戦

車案者名東北方局青轟河川国遭事務所含

;ミ当

団

発注者より子成果品で「・成果」や「設計業務報告書」を貸与される。

基本的に子成果品のファイル名はアルファベットのみで、内容がわからない。

事業者名

^WIN^

0IH^

1制1菟.m5 DTD

IND壬χ_C^L

できますか?)

'ヒCALS普及会

000031

JUI」10ノノ'hl.19 ノアイルえル

20"10Jn5119 ノアイし"し

N1υ1ν18 ν」J DI0 ファイル

NI"^ιla 仍 XHLドヰユメント

30

ι

ソフトの利用

000026

CALS普

国土交

子品について ~工完成図~

CAD製園基(案)及び道路工事完成図作成要
で定されている表趣(タイトルボックス)

30

省

工事名

1 図面名
1作成年月日
1 ・・
1 ^M
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川情報化施工について

及を推進する技について
技栴の普及状況から、特に普及促造tる技術を以下のとおり改める

平ユ4年度まで

による幽寮邑管捜

1雫一,グレー事桟

.四尋1早よ.局血励管埴柱

^づルドーザ1柱桐

{バ^

1=よ.出盛卑管技仙工

4生工1

^

による出棄轟讐聖控酉'土工"竜^早上

技

1=よ.出"智.牲ι土工"0^^寓

モ^グしー^)鐘

0剥B劇二よ^.め曽隷

C.^づルドー,彼
,{

實 討

=よる出"管垣鐘暢曾整工1

一畳

ー.亀皇邑告

寓角牝蛙討亜

f CALS冨及会

000035

蚊個

技..竃曽..鬢甘此庇毛τ豊用竜庫剛此

0巨需

.

',スコアルトコニウ.^抽

昌品司 謹

Ⅲ情報化施工について

ロ.典叡嵯性寛

印土交通省

^童

一
幽住工写.堂

ι3女鼻^1

^

^

^

.弄

国の情報化施工の最新動向

Ⅱ電子納品について

電子成果品を利活用する!(閲覧できますか?)

国土交通省の電子納品チェックシステムは、チェック機能のほか1こ、
各要領の電子成果品の収録内容を閲することができる。

h廿P:11WWW.cals.dgo.jpledc_downloadl

電子納品に関する要領.基拳

^ ^

酷し赴工卑劃畠'、ば寅島

.L,・^卑劃島.、ぜ肴

勉血盤旦

犀音詞価・工事醒.評宜

^

工畢

興尋

CALS普及会

契屑佐オ儘む勿留広応Z

000037

侃子^チエウク,ステム,ウンロード

セ,トア,ブコアイ鳥

Ⅲ情報化施工について

惰報化工進載略

平成20年2月に産学官の有識者による「報化施工推進会」を置し、
報化施工の戦略的な普及方策を前推進戦に則って進めていた。

今回新たに、平成25年度からの5年問の中期的な目となる報化施工の
目指す姿として報化施工のあり方、報化施工推進の目的を明示しております。

セトアブコ 1仕皐

メ CALS址及会

^

Ⅱ電子納品について

電子成果品を利活用する!(閲できますか?)
国交省チェックシステム/電子成果品ビューア

情報化施工推進戦略(要)からの抜粋

0情報化工推進略の構成

本推進撤略は、中長期的なΠ爆となる憤偲化鮪工のn揃,姿を明らか1一し、建設事業の

髞Ⅷと情細化施工ヘの期卿ならびに惰最化施工推進を巡る愛状を整理し.本椎進戦の期

問である平設?5年度からの5午問に大きな柱として推進1る目標とその遼成に恂けて取

り訊t,項目として、5つの皿点目標と 10の敢り組みを設寔Lているまた、本推進鞍の

継鞍的な実効性を確保,るための体制と施策を示し、寔期的にフナローアノプを実筵,る

二ととLていろ

.

暫.

,,

.

、北CALS芋及会

,

1

Ⅲ情報化施工について

化筋工推進服略情

化座工搾違吸略(概卿からの撞粋

第1章水イン"情化の目摺す姿令示
情報化詣工の目相す妾
0情冊化妬工のあり方 0悟租化箆工権血の目的 0鵠報化応工推進の仕組み

北CALS芋及会

000033

子納品について

電子成果品を利活用する!(閲できますか?)
民間電子成果品ビューア/Gviewer

h p:11Wwwgen asuppod comldownloadlサポート操式会牡

第2章
建設車禦の課廻と愉報化筑工ヘの期待
0建設亦案を取り曇く隷血
0畑報化艶工の辺入の旦睦

第4章水イント25つの点目 10の取'胤みを設定
権逗凪略朔間中における皇点目口 6つの重6ヨ.
0情般化妬工檀進の目的に昌づく目口設定 t情軸化 1..,.ー,由馴.月、血゛'.点B尋

^吐1=督旦唾擢通,.抽帽.エ.の巨大'皿する貫血目.0重旦自鳳
住情帥叱包工.圃量.拡食に苗,.重血目.0本惨遮融略における電り細み 与^曇典岳健ん.亘酋に苗,ιヨ6口巨

00ートマッフ 偉槽.武芭工.,'.....臭費^゛る重6目.

そのままファイル内容も確認できる!

000034

.

000036

第5章ポイント3 的な寓効性是保する',策を明示
捜迅敦略の絶枝的な実効牲の硫保

0実謹体餌 0畢賤的な実効姓を確保する鮪隻 0つオローアップ

評..工駆

東ヒCALS 及会

000039

第3章
情報化鮪工掩進を週る珊状
0国内外にお廿る艶向
0前権運凪酪の実緬と今後の課聞

,北CALS吐及会

ewe

000040

Ⅲ 報化施工について

・ゴ CALS普及会
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Ⅲ肩報化施工について

惰報化施工推進略

惰化施工掩逢吸略(概)からの抜粋

(1)5つの貫点目

るデータの和用一る点d報 工一

情帷化施工の効果が kり屈得られるよう、情報化施工の特性を時まえた.従来の千怯,

代わる飽工管理、監督.検査の実境と設計や雑持管理{、関する技幣基増の見蔽しを目摺,

また、 C IM導入の投討連携L. C IMにより共有される3歌元モデルカらの情帷化施

工1一必要な3換元デー心の簡便で効率的な作威や、施工中に取得できる情帳の繊持管理で

の活用を目扣,

ヒCALS普及会

Uildi" n佃"n.uon od61i"

に加え、室等の名称や仕上げ、材料・部材0コンヒュータ上に作成した
を併せもつ建物報モデル BIMモデの仕様・性能、コスト惰報等、建物の

ルを榊築すること
OBIMの活用により、設計~施工、維持管理に至るまでの,築ライフサイクルのあらゆる
工程で効串化に繋がる国際的に、試行プロジェクトが数多くなされ、また、国際榎準化
が進む

報化施工について

0建築分野でのBIMを建設分野に拡大導入して、
る H24年度:Φλ検討及ぴ②モデル

<イメージ>

計画

Ⅲ月報化施工について

惰報化筋工推進職略

惰報化箆工推進.略(概嬰)からの抜粋

第1章ポイ'/M
仙報化箇工の目櫓す癸

0情粗化伍工のあり方

4埴"垂典田偉^皇^尋重虚量.

ICT(情報技術)活用
《情報共有・設計支援・自動施工・測量等

設

筑2章
詮設車案の課Ⅱと愉報化諾工ヘの期持
0佳設事を敢り6く隷Ⅱ
0愉松化施工の専太の宜我

北CALS血及会

000045

化

第4章水イント25つの望点目と10の取り組みを設定
撞遭駐略期間中における重虚目口,つの重血0.
0愉報化謹工搾進の自的に苔づく目目設定a帽に酋置゛'〒一,.劇.剛喝゛る倉00
0重'自探
0本椎進戦銘における取り細み
00ートマッブ

0情俺化諾工権進の目的 0憤報化箆工椎進の仕組み

の目

鞭持
"理

、設全体での生産性の向上を図
にて試行姥

姿を明示

化工推戦略

惰化箆工岐略()からの捻粋

報化施工について

第5章水イント3 釣な効性庵確保,るを 示
撞透戦略の鞄綬的な実効牲の破保

0実箆件闘 0粧親的な実効性を趣保する距煎 0つオローアノプ

期待される効果

・情報の有効活用(設計の可視化)
・設計の最適化(整合性の確保)
・施工の効串化、度化(情報化施工)
・造物惰粧の一元化、統合化
・環境性能評価、構造析等
・雑持管理の効牢化、高度化

コ CALS普及会

たに昔及を搾遭する該術・工種の大に閥する重点目

脩報化施工およびその閨連技栴の動向を把握し、新た1'研究開苑された技術やーれま

で1一朋亮されている技術のうち有望な技術にういて,将業の芸及推進を含頭1、その適用

性および適用効果等を検証評価のヒ、新た1、普及を椎逃tる技術'値の封大を目掬,.

第3章
倩報化誌工椎達を逗る呪状
0円円外における勧向

0餉権峯愚鮎の実組と今撞の課血

Ⅲ惰報化施工について

住.たに曽皇を掴遭する柱脅・工睡.拡戈に朗す.盟点島.
.怯住鼻工由.ゑ.匡宝に苗゛'里血目尋
噂埴方分興長件ヘの重罰に劇す.重血0尋
偉.暫此冨工に,.電陶・吐冒.寓宴二閏゛る重血丑.

報化工掻進殿

筑2章
住設皐曼の長鍾と愉報化貸工ヘの閉待

0置設車粛壱敢りをく螺司
0情佃化貫工の嶋1の旦凪

.情岨化鞄工怜逗金匿,^賞料抜粋

000046

設事の取り巻く課

ヒCALS吐及会

①東日本大災の大災害ヘの対応
②建設事業を取り巻く課や状況変化(ネ土会的要求)

生産効率の向上

熟練技術者・技能者の不足(少子高齢化)イ

品質確保・監督検査の重要性のまりウ

工施工現の安全確保

オ地球温暖化問題等

力社会資本の老朽化と維持管理費の増加

キ国外における競争

情報化篤工推戦略

推進戦略期間における

重点目

情報化焦工推'戦略からの抜静

Ⅲ 月 化施工について

000041

CALS普及会

工情
決で

化施工で

Ⅲ情報化施工について

惰報化篦工推進載略

情報化施工駿憾(挺要)からの撞粋

禽に昏量皇話逗゛毛望.工亜の蛙大に幽゛畢重.厘

ノノ

情轄化豊工およびモΦ団適柱暢の塾由を把 L、断た』語宜・皿兜されだ睦儒や

二h*でに詞兜さhている岐断のうち有望な柱断について将寮の雪亙抽速を念醍

に.モの用性および適用効県写をM証・評価の上価トニ及を櫨逸する枝惰

工撞の拡大を目相す.

/

第1章水インM
情誓化箆工の月枯す姿
0情報化座工のあり方

情四゛慎分野の技断の.優吐めざ主Lく,艶え十訴た女技序.み拙されて1・る

二れらの技躍'J遍喰性丑び遼用抽果を検証・1干価のト.情誓化飽工に勲り入血

皿駅の個惚化飽ヱ使衛の轟度化、用筑臣の拡大を幽る
^".

第2章
建設事の螺功と惰報化誌工ヘの期待
0建設皐案を敗り尋く臣Ⅱ
0惰報化価工の場入の0赴

.桂 OP3 益以外の捌位応県併用にミリ

牲の胸主..凱將きh-1.る,トリーケ型

1 1ナナν01゛".,ト,{.、、

000047

.智.此臭工に冒,.些盲・"冒0覧寓に.,晶重'星

CALS普

情無化施工掩吸略(寂蔓)からの抜粋

000042

軍"されている技斯で島る

主た、曽丑を推'Lてきた技以"の.住な韻報化富上住削;'う.・ても.削件

Rぴ追用詩雫を棲証・詳価の1 昔赴の撞遮是詞る

牙た心技桁を情報化抱工1'勲入h、婿伸化捌工扶怖の高度化直川晶.の竺大

を寓1:t゛るιιむに.新たな惰栓化鞄工往斯昼及を樋進,る.ニ゛〕ため」'.倒係

憧困梱五の章見空換可に上η、篭錢的:'愽伽化富工住断長びその悶゛柱佑の動向を

晃 1るモm中?有気な睦抗↓' 1てけ n寮昏墜推違是念韻:ー.ユ逼用性

栃用,nび適円論畢等を直輔工事に"ける試韻篭上界を.て検証.詳住

る取"畠J゛を疑韓的に冥窒→る.

第4章水イント2 5つの鷺点目と10のり組みを殴定
権逸吸略励間中における量点日加 6う田重6口蛭

0情報化焔工推逸の目的に芯づく目但設定Ⅱ情輔北亜工に幽適,る〒一,田興暑月「'

0伯侃化距工椎逆の目的 0情保化箆工裡避の仕組み

0重点目脚

0ネ推透鳳略における取り細み

00ードマウプ

000044

第5章
撞退載齢の鞄桜的な実効性の碑促

0実箆件制 0鞭映的な実効性を随保する坊鮫 0つオローアップ

訓位可朗な鉾国と嶋所の噌大レ安症

途で壮.工項場自:、設置{て

t

ヒCALS

島

第3章
情報化算工椎進を追る坦状
0国内外における艶向
0前推杢鳳酷の実Mと今後の謡助

Ⅲ'月報化施工について

0う

惰化工推逸戦

情化隻工椎進最略(概

゛る里血自
住優hに曽量を担轟,る技瞬・工糧の並武に闘゛る盟血0

の昏急.肱*に田,畢員血口.匡惇舶
守埴方D貫習偉んの重罰に闘す.重00.
'韻個此誌工に゛ι0 ・..更寅に田,る重血口

01

)からの抜粋

000048

Ⅱ)与つ.望.

1喬伺北応工に罵習,.,ー,^踊需に翼,尋重.

信.化望【の仙畢"上り一羽局らhる上ら.伺軽化鞄工.時性.聾皇土之健キ 1註1'

代わる竃工曽盛藍0.喚五.喬哩 n,-0尋興暑01'酉゛ι裳脊盃.の覚直L是0き,

生た 4.1N偉Aの典討之適凱L. C I、1:'上,臭寂魯hるユま元毛凡・住柚化富

上.島要なコま元宇一,.略塑t鶴中釣な"血阜.出工申.'章異で.ι情向隷"讐息,

.所円をⅡ和゛

含.金に曽旦唾蛙珪,.首.・エ.^弐に.,.重'回.

儕伺化庫エネ1上Uそ.ユロ電犢庸の血貞曼是星L.斬赴に晶究・NRさ」1此巨.や一ι、喧

でに興艶さhて1 る柱剛の,島有旦む住庸↓二 1 て."堅."長赤.を念血'毛.

{,"よ0.皐勃皐専を喚旺.詳告由ト.暫仁昏長.昂心゛6堕皆ι概壮大金皿鬼t

東 CALS普及会

唾叱易工.曽量

000043

弐に皿,晶重'..

会

会



惰化姥工撹進略
惰報化施工推進戦略からの抜粋推進戦略期間における

重点目 地方公共団体の発注,る工事け公共事案全体の釣7割金韻へス)左占島るた

め.地方公共団体ヘの屡向を園ろ二とは,情偲化施工を推遺,ろ上で非常に重嬰で

ある

Ⅲ情化施工について

のため、地方公共団体・~惰鳳化施工を燭知tろため.地方整偉局等で実施Lて

る見学会講習会穿ヘ磯極的孝0加を促,レもに、憤悼化施工の活円事例を中

心とした効果捧の周を行コととナる

また、地方公典団体の廃註ナる工事において,一般化技術の導人を促,としし:'、

活用に係して仕様杏の記載例の疑供や監督険査千怯の矧知をhう二とと,る

般化推進技術や実用化検討技術1、ついては、直轄工序1一おけろ獣験粘工から妓術的

な間踊けないと向断しており、地方公共団体か見往tる工事の受荘者が恬用を希望

する鳩合け、禎極的'」発注者が活用1」協力できろよフ'ー.般化技所と問様の支慢

をhつ二とと'る

さコι一、情報化施工の導人1」"効な情報の入手を支提するなゼ恬用,るための支

擾として、例えば問合せ宅口を設置ナるなゼの取り.相みを行うことと,る

地方整偏局等は、以上を通Lて情報化施工の地方公共卵体ヘの屡凋を圃ろため、

推世1一向けた朋係の鹸成1一努めろ一上上十る

ヒCALS普及会

情報化工推戦略

推進戦略期間1、おける
重点目標

情紙化族工推進載略からの抜粋

Ⅲ情報化施工について

②技闘と及の小逼の実現に向けた目設定

発註岩指定や施工者冷望を含めた活用により.一般化椎進技術及び実用化検討技

術の周知は遺み、脩報化施工を活用できる技術右の青成も進んできた厶は

般化推迪技術及び実用化検討技術にういて.直轄工市だけでなく地方公共団体を含

めた活凧を推進Lていく必要がある。また、情報化施工を効果的に活用するために

は、効率的なプータ作成弌、運用を行える人材育成の強化も必熨である

Ⅲ情報化施工について

RIK・GNSS

^

・固定局+移動局

・無線機必要
・ランニングコストなし

・水平度土10mm

高さ"度土15mm

000051

才、ツトワーク型RTK

・移動局のみ

・通信端末必要

・ランニングコストあり
・水平度土10肌

高さ度士15mm

・ローカライズ必要

北CALS血及会

000053

Ⅲ情報化施工について

報化筋工推進載略

情化施工凪略(慨要)からの抜粋

1"、、:ミ'^"、、、、

VR8シスデムΦしくみ

北CALS普及会

,,,

侮競報化工に,る敏育・の完実に関る重点目

情報化抜工の特性を活かし、工期短縮や品賃向」等の成果1'乃なげられる人材を破侭t

るため.慣俄化施工1』関tる歓官數習の充実と優れた技能者・技術者を広く育成してぃ

く仕組みの惰築を目捫,。

技婿セン,ー

Ⅲ月報化施工について

000052

惰化工推戦略

惰岨化族工権逢融略(概要)からの抜粋

子昌皐点

^
々二

度債化筋工の普及の拡大にる重点目根

情報化施工1'関する散験施上の実績や技術の普改状況等を踏まえ、従来と比ペ=ストが

縮減するーとが期でき、既'一技術的、破立してモる技婿'ういて壯.般化を推逓゛る

^

偲子岳軍点n抑データ老2゛野^^侶

技術(般化描進技術として退定 3年を目途1 1そ化るため1』計的な普及を推
進するまた、実用化ι恂けて検討をfrう技術(実用化検討技術)1、ういても遂定し.

コ CALS普及会

,

般化推辿技術と尚様の普及m置を実施する.

000054

子

惰化飾工推戦略

惰化箆工.略(概興)からの抜粋

情化施工について

ヒCALS普及会

000049

情報化施工は、新しい技術でありその将性を恬かした効事的な運用ができる技能

者技術者が不可欠である

そのため、惰憾化施上機器を搭載Lた建設機械等の操作、焼報ヒ施↓の特性を活

かした施上誹画や櫨工管理. M報化施上用の3汰元データの作成運用、情報化施

工機器の設定・メンテナンス等に間する教育教習の允実を図る

また、情卸化施上を定着させるため、鼈工現場の状況1」合わせたM憾化施上の選

定や運用を実現できる優れた人材を広く点成していくため、教青教習目標の逢成

に必婆な内容を整理・提供し、その内容を修得した技術者を新た1」.000名以上育

成ナるさらに、その技術者を猪極めに活用→る仕組みの構纂を図る

情化筋工捲戦略

推進戦略期間における峡避"
重点目
情報化族工推進職略からの抜粋

Ⅲ同報化施工について

東 bcALS普及会

一般化搾逃技衛丑び郷用化挨討技桁として町ι町心1'."、て壮それぞh下寂の技

一皎化押酉能衛:'01、イ壮.牟を自違にー.1化走る主た.試

駄路工の男韻や技衛の善豊牧配杵牲踏主え、一峻化抽違柱翫、実川化柚討柱断1'う

1.て'1迦宜き定を打うな」」.3ストと1ネ.単1、飽工1'郭"ι=ユトを章唆゛る、

ので11むく、螺於生亙プロセス全仲1゛お廿る壁島t主古女方のコストι想窒しTI、る.

000055

1一般化描遣技術1

TSI'よろ幽t重}誓埋住衛ι土工}

但し.10.^血,』1立の土工を含b工事に微6

・ ts・OXSSI一上るⅡ田め曽恩技断

土工 1土の堂功し詩円め工)此計象と,る

MC (モー,グυーダ)技奄

前畝時1'41゛Rき一赴化を悼追,る柱11i、覧壁工を対叡レ→る

北CALS普

000050

・MCNO (プルN-f)技痢
十工(土の叡均し柚凹め工)を討象と,'

件ι Lて姑埜工ι'便困tる堤含゛」.る

MG レ,ホウ1 怯断

上エイ片切り】・路両豊影工燈違工を士1皇、「る

1穿川化峻計住幣1

TSI'上る出寮劃怯理娃砺(詰仙工1

路仙tを針魚と十る

Ⅲ月報化施工について

情報化箪工

情化施工

略

蛾略(概要)からの撞粋

④地方会共団体ヘの.にする置点目

地方公兵団体ヘ脩蛾化施工の普長を促進するため、情報化施工の周知やコストの粘減を

赦極的に行うととしに、般化技術ι一0いては、地方公共鴎体の発注tる事ヘの展開を

園る.ーれ1」より、平成30年度までに.全ての都遭府県と敬令掬定都市の発注tる工事

において、般化技術の活用を自揃す.

(モータグレ]グ1{ミ断の代

000056

北CALS普

ψ
゛

会

会



Ⅲ肩報化施工について

TSによる出来形管理技衛
と蛙,工寧^蝮^亜毛肇で^々 とな゛

や煮偉韻益^宰^めぎしてす都ことで

T享出果砲と捻、ト^凡ユ〒^ヨ'い1冨^出^

ぼ霪J
"Ξ.

"- Z ノ'

^

卓="、

是.旺.

メ

ー;郎

四冨^^
1、

出亜却^

合^"且

^行うことです

を行うことです

^.

でノター^.雪Nぜ

用の封(

中心^

ιCALS普及会

旺子→

Ⅲ情報化施工について

TSによる出来形管理技

0

督思瓢^

T5がみ叫・喜.寓・珠異
=ぞ.卑E.凱具.匠.撃.艮
冨撃」の首壗毛丹見五冨

^

出異"計凱点

Ⅲ情報化施工について

CL

圃^は目白
チー,鮭.

建叉τ色罰巨似

生髭塾赴劃'^

出窒卦計瓢点
産正【冨IJI.目】

臼ヒCALS血

,麹問国

000061

追島中心
しまたは島勗量)

情化施工について

TSによる出来形技

膚佑応Z友荷の介

股計住座4
i冨ユ丁ユ=含〕

差分1=1^,1,冨=112〕

出来影計捌イメージ

"北CALS習及会

高Φ段創デ^上計劉恒
上.【ヨ1.1D 自翼出

Ⅲ情報化施工について

TSによる出来形管理技

出泉形計劉デ^

.技斯皮要.

TSによろ出来形誓哩技術(土工)壯、 T

Sで崩量した位匠の空螺データを出泳禿位

{」ミ棟高,長さ,幅"二変換し.殿計データと

の差分を算出tる技惰である

出躯鳳柞
にて出素妙

メ CALS 及会

000062

.効果.

〆箆工岩、監口職貝・検査職貝のアンケート結果.ら

が故認されている.

リコトウエア

帳勧

出来形管理票作成イメージ

Ⅲ情報化施工について

TSによる出来形理技衛
施工者による出来形計測、監職員による立会確認の効率化・簡化

【従来手法】

一覧工者け

効果を掬広している

壁督瓜n 検在職員は,霽場工塁壁」二出^謡できろ、ι,宝^画豊血剖逗
に上る央地検丘の勃ホ化.釜圭王=空乏困%」'匪^なZJ仙果左把摘している

工事虚赦界定の鈷果においても

価されている{8頁参鳳}

到豊艶皇を電
子,→で記
母.累乏自
西出力

場で任'
.註,トとφ差
冥虚見,判
..1島量"迅
.ヒ

TS出来影

ニニ:'ニニ

000057

CALS普

高さをレ貞ル針測

Ⅲ情報化施工について

TSによる出来形技術

一般化技術

.TS出棗形管理技術【土工)【10,ooom3nι.kの土工を合む「1Sを用いた

が適用で青る工事)

一股化雉進技術(3年を目途に一 Wヒを目指す)

.TS出宋形皆理技術(土工)(10,ooom3未源力土工を含む丁車に限る)

.TS.GNSSによる細固め管理技妬

.MC(モータグレーダ)技術(葡載略に引き続き一般化を推進する技術である)

.MC(ブルトザ)技術

.MG(バツクホウ)技術

実用化検討1越阿

.TS出宋形管理技術(舗装工)

.MC(アスファルトフィニツシャ)技術

出

^

計側値と霞

舮一

さ計測点

エ」に閲連tる項月で従集麹工と比パ高評琴ι,'

状呪で高,

技術(土工)

000060

庄長計箇所

との

が期狩できる二と

高さn点、墨さ6
寝勤しな郵ら

なぞ仍

ヒCALS普及会

000063

幅計訓所

を

墨さを.尺計劉

山雙壁壁△里燮^

ι

000058

CALS 及会

の労力..出 二

る.
によりを幽,轟皐がある.

にも極の壁督烹員Φ立熱
労力、症要する.

Ⅲ情報化施工について

TSによる出来形理技術

要士工知」

0情報化施工技術の使用原則化

化ナる鳳化施工技術は、ー

f" f'、ー

対象とする工事(使用原則化工事)の全てで住琳を原則化ナる.ただL、れより儀い

場合,監句載員と嫡躍のし、使用し九いこ巴を認める

対象としない工事に才」いては、引き紀き杵長の推進を図り、普及状況等ιより使川原則化

工事の範囲を拡大する

廸用原則化を聞始してから5年 U口5~29年度)を月途に、技術の定濳状況を踏生えて、使

用原則をしなくても使用される状偲のとき壯.使用原則化の対象から畭外tろ

則化工)

000064

ISによる出宗形誓哩1主断(士工)

する技(一化技)

10,ooom3以Lの土工事はTS出^を使用!

国土室逼五輔色鹸貿酷 r早皮ユ5卑度馴躍における慣鳳化筒工の暑丑捕'羽てつ、τ」

コ CAι_S普

000059

ナ、

会

会

、
一
、

一
1

用をT
車

「
工

t
,
ブ

含
き

左
で

上
用

土
適

の
が

上
」

↓
』
)T



Ⅲ情報化施工について

TSによる出来形理技
施工者による写理作業の効率化

訂Sによる出来形 1

小黒板イメーフ

ヒCALS 及会

ι聖島土二珂m土工^
(霊劇工:埜劃
・1工畢に,回

路床金土工:壁皇.如
.1^、,固

TSによる出来形管理技

1工事に1回に誠少

TSによる出来形理では、工事点の3次元座から、長さ
るため、出来形計のを保のためには工 点の
ある

出来形計が効率的に実施できる位にIS設が可なように、
形理に利用可な工 点を數設しておくことが有効である

Ⅲ情化施工について

TSにょる出来形管理技
施工者による出来形計測、監督職員による立会確認の効率化・簡素化

【TSによる出来管理 者の動が

計劃順

むCALS普及会

000069

Ⅲ情報化施工について

TSによる出来形理技術
工卒基準点の設時の留意点

1度Φ層誠据え付けで、13立を計
覧(避ラー設量者の 冨沿っ

、
、
、

i
゛

略

i

3次元座糎計劃点

^

ψ

゛
゛

゛

゛
゛

を算出す
理がで

内に出来

i

北CAしS普及会

゛
゛

、

^^

゛

Ⅲ情化施工について

TSによる出来形管理技
施工者による出来形計測値の出、出来形帳

【来手怯】

J
J
J

゛

.^^柚劇 0冨匡

J

出来剥計到箇Φ3虞元座
尋を.尺.レベル

・出寮膨
に1

計寸
在^る.

^^

計劉デ^の野帳
(手書き)《Φ

が店

幅員や寅きの出豪秒
計裂値の箕出と閥時

との差分、r
自角算出

゛

'リ之b
数、動の

豪砂確露により、秀力・
・、動1こよる怯田の
職員の立'
カ・間が減る.

000068

工事運鯵'=よる段也など'で.甚卑
赤闘慣までΦ授遷が阻曾されm、
位に段量,る

000070

少、袈場での出
閏が誠少する.
止る.

に同様に労

CALS 及ム

情化施工について

TSによる出来形理技衛

凶墾壁壁△"^

痴量黒雌.位Rや高きが窒弛L
、

・出 算窒ス.
帳黒伸^可

大熱、.
・隻黒作成作集の労力郵大
壱い.

工事盆皐血

作 等m畳量を訪
げ加、位置に晶皐'を霞
置する

事捷薊一
星から出家墨を焦出、設計
値と比敦.豊分拝出

工事葺早

窃でない工畢
昌皐卓制

作成時のミス防止、効率化

E むCALS普及会

000065

から計側血住で
10om以内とする
,鳳T効易.1

.鹸苫皐.又畦3載水皐
をι山幽侵では4

いて、よ、、)

苛L(捻二.、と写幸上
分兵痴量作禽鎮臣に皐

して霞量

亀町

Ⅲド化施工について

TSによる出来形管理技
施工者による出来形計測値の算出、出来形帳票作成時のミス防止、効率化

【TSによる出管】

出東郵と霞計手^、
帳軍を伸

ポールが船で計痴
曾、

興

1伽t"単内
U量TSの合)

軸

..

君
畢皿真..'

出金型赴盟盆母

尊出した出豪.と設針.と
.整^

000071

CALS血及会

処、
匂,

工事芯津点

命

B幽奪出された出棄轟訓側嵐殴計
値とΦ些分.^をU工.つ,ケ,ノ

コj毛リ与で幽力

計側デ^Φ野帳^記怠
(手書き)

工事茎皐

10.r1以内

B最T5の

出棄寿の算出、急計値ιの
比岐・麺分算出作業が告略

.按富及び且

*馴=按地

された工事芯皐血と周一

・出来砂計需
の

・帳瓢伸成時間

を ヒCALS 及会

000066

の算出、帳票作
、.

..

報化施工について

TSによる出来形理技術
施工者による写、理作業の効率化

【従来手法】

出塞皇竺謹聾盟

正しく入力

^戚りコト,ケ1アにて帳
麺を自.伸戒

^1
孤

..........^......

....^^..甲.......

自^出した出豪郵と段叶
値との葺分壷壷出力

嵯冨伸作業が自血化

000072

北CALS普及会

000067

^、川土工^
(撞南工:塗劃
・^n又畦1施工箇所b、,回圏^

:些墨、佃
・^"又は,飽工箇帝舮、,回虞工由

.^項

.

.

.

.

.
駒
嶋

'
驫

.
1

.

、
.

1
J

.

.

"
.
一

式

i
f
 
o
、



Ⅲ情報化施工について

マシンコントロール(3D-MC)とマシンガ

イダンス(3D-MG)はどのような現場で

求められてるの?

ヒCALS普及会

Ⅲ情報化施工について

1.施工効率の向上と省力化を求められている現場

2.施工現場で安全面を強化している現

3.熟練オペレータ不足で若手を起用している現場

(熟練オペと匹敵する施工精度と品質を求められている現場)

れている現場4.出来形確認までの一連の作業の工期短縮

Ⅲ情化施工について

TSによる出来形管理技衛

後方交会法の椴要

「

00007フ

CALS血及会

.

'

、、

Ⅲ月報化施工について

^
'

作粂の辧化朗的とし.

交会離肌、てもよい

10新^内

J T^

ヤ

LS 及会

工事荏尊'

もし情報化施工を現場で導入すれぱーーー!?

ノ

点上では軌、任の未知点に乃を設置す碓方

Ⅲ情報化施工について

1閲rn皐上
I T5の

30'-15ず副内

如"
エ,酬

直.{

マシンコントロール

(MC)

,

1倫0以内
1.T5の場合)

τ北CALS普及会

ICT機を

工軍甚掌'

000078

目

バックホウ

転圧口ーラー

ブルドーザー

した施工

000076

設計データを保有し位置情報をトータルステーション及ぴ
GNSSでりアルタイムに測定しながら施工を行なうができる。

1.3次元設データ保有により丁張り不要で施工可能

2.雑な施工に対応(カーブ、インターチェンジ)

3.高度な仕上げが可能

4.同じ設データの使用により出来形確認測の減

5.自動制御による効率化と生産性向上

6.施工度に関してはオペの熟練度に左右されない

メ C LS 及会

000073

ブルドーザー

GPS

GPS

LPS

GPS

Ⅲ惰報化施工について

モーターグレーダー

アスファルトフイニッシャ

mmGPS(GPS
LPS

マシンコントロール(3D-MC)とマシンガイ

ダンス(3D-MG)は何が違うの?

mmGPS

LPS

』 CALS

000079

mmGPS

LPS

北C LS苦

000074

情化施工について

マシンガイダンス

(MG)

GNSS受

設計データ比較

^

分を上下表示

畢

マシンコントローノレ

(MC)

オペが表示を確認
しながら手動で
動かす

※上記はGNSSを使用した場合となります.

ヒCALS血及会

000075

ンヨペルは方向

旦
匝亟回

GNSS受

R1武闘

XYZ

計データ比

分計

油圧

会

会

加
加



ιPSシスデム

トータルステーションを用いたシステム
の活用イメージ

丁S3D・MCの

小規模ヘ簡易な適方法

Ⅲ情報化施工について

~既に構造物が完成している駐車の

000085

ド^ー

'北CALS普及会

既に構造物が完成している駐車

Ⅲ情報化施工について

ιPSシスデム

撰造

フイニツシャー

^

トータルステーションを用いたシステム

のこ介

000086

.構造物が計回的に
仕上がっている.

既に構造物が完成している駐車場

CALS"

0081

Ⅲ情報化施工について

3次元計データを活用することにより、

データ通りの工が可能

犠造物

000087

.造物が計固的に
仕上がっている.

①

①

ヒCA S普及ム

③

④

報化施工について

①重樋位置をMDTSで計測

②位置叡鰻線で送信

③設計惰躯とらしわせ
慈分計算

④重樋を御＼
設計面

設計データリの

000088

工が可能1

000083

ド^ー

北CALS普及会

.

口

＼

九,ー

如樋
00084

会

合

一
一



測の実施

方向杭

.3D州Cに使用する
トータルステーショ
ンを葺撫杭に設
,る.

.方向杭の準

0'伽'^

測の施

/

基準杭、方向杭の設

000093

炉13824

γ=12762
Z=00伽

.3D-MCに使用する
座標の測量.

、、、、
、、、

測の実施

/

.任意の甚準点に差
準杭を設置する。

基準杭、方向杭の設置

方向杭

000094

X罫13閃5

y=20259
戸0085

.3D-MCに使用する
座橿の量.

゛、、、"'之Sミ之=、、、、

測の実施

000089

/

.任意の甚準点に基
杭を設置する.

.任童の方向に方向
杭を設する.

基準杭、方向杭の設置

"""^

方向杭

000095

.3D-MCに使用する
座橿の量.

X卓8,31

γ=20575
炉0124

000090

.任意の甚準点に薔
杭を設する

.任童の方向に方向
杭を設る.

皐

測の施

000096

000091

.3D-MCに使用する
トータルステーショ

ンを準杭に設
する.

トータル
ステーシヨン

ノ

000092

＼、赴
＼、赴、ミ、

之、、

~＼＼゛、、

＼



制御データの作成

.既設構造物の高さ
を元に設計

制御データの作成

測の施

000101

.眠設構造物の高さ
妄元に設計

.設計高の設定

制御データの作成

.3D-MCに使用する
座標の量.

炉28註0

F,3076
=01伽

測量の実施

/

000102

. 機コントロール
ポックスへの制御
〒一夕の入力

制御データの作成

000097

.座糧の訓量完了

測の実施

コントロール
ポウクス

000103

.重樋コントロール
ボックスへの制御
デ^の入力

000098

.座棚の測量完了

制御データの作成

000104

000099

.既霞造物の高さ
を元に設計

000100

＼
、



3D-MCによる施工

.トータルステーショ
ンにより、樋に取
付けられたプリズ
ムを自動追し、
測位

.訓位した位情報
コントロール

ポッウスへで
送

3D-MCによる施工

.受信した位恒報
(工γ座標)から、コ
ントロールポッウス
の御データ(^
極・勾配)を抽出

.位 のZ座極
と制御データのZ座
糎とを比較し、
械御

3D-MCによる施工

000109

.略^子ーソヨ
ンにより、複に取
付けられたプリズ
ムを自動追し、
謝位

.劃位した位惰報
複コントロール

ポックスへ線で
送信

.受信した位置惰報

(X.Y座樋)から、コ
ントロールポックス

卿データ(^
糎・勾配)を抽出

.位置惰報のZ座棚
と制御データのZ座
糎とを比較し、
械櫛

X票265,0

Y= 5.580 りズム
炉0208

炉 1139

y=伯943
=0,02

3D-MCによる施工

.トータルステーシヨ
ンにより.樋に取
付けられたプリズ
ムを自動追し、
測位

.訓位した位情報
を重コントロール
ポックスへで
送信

X吃8510

F 5580
炉0208

3D-MCによる施工

.受信Lた位憶情報
(其y座極)から、コ
ントロールポッウス

御データ^
標・勾配)を抽出

000110

.略盤の了

鴫

施工の完了

000105

.トータルステーショ
ンにより、貫機に取
付けられたプリズ
ムを自動這尾し.
測位

.測位した位置情報
を複コントロール
ポックスへ無像で
送信

.信した位恒惰報
(X.Y座標)から、コ
ントロールポックス
の制御デ^(^
極・勾配法抽出

.位置情報の^樗
と制御デ^の工座

とを比較し.
械制御

3D-MCによる施工

000111

.アスフ,ルト舗装を
施し、純工完了

az= 0.130

i= 030096

000106

.トータルステーショ
ンにより.貫に取
付けられたプリズ
ムを自動迫し、
到位

.位した位置情報
を重機コントロール
ポックスへ無で
送

3D-MCによる施工

.受信した位置
(比Y座棚)から、コ
ントロールポッウス

御データ(^
極・勾配)を抽出

.位 の^標
と制御デ^のZ座
樗とを比較し、檀
械制御

000112

000107

.トータルステーショ
ンにより、提に取
付けられたプリズ
ムを自動迫し.
測位

.測位した位債惰報
を賃コントロール
ポックスへで
送

.受信した位置
(エ.Y座根)から.コ
ントロールポックス
の制御データ(^
梶・勾配)を抽出

.位置惰報の王座標
と制御〒^のネ窪
梗とを比較し、機
械制御

000108



Ⅲ情報化施工について

縦断表現で適切ガイド

0 10 "

0 ハ0m

0 つom

0 10m

.. ..

丁張りが無くても法と法尻が単に把握できます!
またSL(法)を計測する必要もありません。

3D-×1システムの利点

CALS普及会

040m

03nr"

0 ?om

0 10m

000力

Ⅲ情報化施工について

バケットと設計データの正対状況を適切ガイド 3D-×1システムの利点

O om

030m

020m

0 10m

0n

Ⅲ月報化施工について

ガイダンスシステム

GPSショペルシステムのこ

.. ..

画面両サイドのグレード表示がバケットの左右の設計比較を常時ガイド。
オペレーターは視的に正対をることが可能。

北CALS普及会

000117

O dom

0 、om

0 ?om

0 10m

Oom

情化施工について

期待できる効果

・コ CALS 及会

Ⅲ情報化施工について

圧ショベルシステム
3D・xi

墳

工

介

口

'北CALS普及会

ナ

て

000118

分
{

3D-X'システムの

力

Ⅲ情化施工について

ナ、

ξ

に繋が

が

に

t、丁長りξ

果

北CALS"及会

'ーの計一ータを

精"が"上

情化施工について

る

GPS2台の測位と4つのチルトセンサを利用した計測により、

常時バケット刃先の位をモニタし、設データに対する施工
状況(切/盛)を視的にガイダンスする。

特徴:

・現設計データに対する3次元での施工
ガイダンス

・GLONASS対応

・入・メンテナンスの容易性

・機械動作部品の排除

・キャリブレーションの簡素化

GPSを利用した3D・MC施エガイダンスシステム

0

内法、外怯、天

など作の内容ご
とに必要

壊れて再設するもー・

20mごとに設
カーブではさらに短

で必し、

力ξし、と、法

点で何も同じ
するもり

d cALS普及会

北C LS普及会

000114

Ⅲ惰報化施工について

^

自動てハケットの刃
先位署検出

3D-×1システムの位置の検出方法

000116

GPS固定局

000115

r CALS普及会

チル

二



Ⅲ情報化施工について

記鼻開飽nl

⇔
甲電ぞ.1を.ヱΨ

10om聞隅で霞

(確認用)

"厳粛射瑞タン
芝邦ιまず

ガイダンスシステム

ローラーに関するシステムのこ

(GNSS/LPS可能)

噺魂Z店or

盾."盾,..,]

作違択

介

^

唐面で症圧回歳色芝

瑳"しな.fら踏工

ヒCALS倣及会

5智
闇自
司0
.零0
鼎0

..」^".巨

11卑゛

Ⅲ惰報化施工について

階工蔚厨芝趣"
閑費王Ⅱ王Ⅱ

仁ニニコ_'だ竺_」

^

.

酉

オベの技衛
に依存

.

キ
.胃二
柚壷

^

含*比口1

^^Ⅱ1

0,1

コ屠
,劇
'用
,吋

1 1盾
,材

.目^用
'月10写
.日 15闇

澁;
罫

再.

苗:.姥アιたら
"鎌ぎアポタン芝邦ιまず

000123

蛇梓興Tt引

田

Ⅲ惰報化施工について

算疹所

⑥々ーヲの防エデー,芝イン瑞一β

.1.窒

.】

L.ι__1 ,

左蹴芝匙アι苦ず
影創壬紺アず'ι目.的1:ノモリ"ードに
デー,,'コι,一才i1美ず

000125

""メブイア icF力ー'"ιノ仁"定芝出方

1区裳届なし

作業フロー(準仕様)

・＼

ヒCALS駕及会

^

、ぐ゛、、9ーラ
0 己デ¥ア.ら 廓'四定芝

インプ、ー'

V

[亙]勉エデータι伽"メディアに"力 j

肱圧回慰色分図
転圧回

応Zデータ

."ι0-,.ーー,ι仁崖

力 モ工工

算工旦式金牡アカサカ〒学ウ

冨.がした^Z4幸ι
0-,1'劇苫

1U

8

丁彊り周りの

転圧不足も解

北CALS吐及会

土30

衛星傭度

3

転圧卸霊色分図

モニターに3次元データ

が出るので、イメージし
やすい。

色分図

オペの技量
による

G

工

ノン

ソフト仕
0 ンプ

座=

厶,

北CALS"及ム

000126

,゛

Ⅲ情報化施工について

走庁財剛図

工晶后蜘 M一勵きユ 1屠力"征帥山'

斜

毒T貞蜘含一鄭10

理プ0,"イ1'釦伽

規定駈圧目融

鯉定

施工含*比

ローラ号

ローラ種名 例1^

起墨カノ等国幅 3猷^ノ?.1

^/02/0I M:15:斜

婆了^/0210lm:02:芥

蒼り天候

tA'b・,氏名 赤

実走行時 O h 4"釦'

実走行距餓 4如6.4.

平均達

GPS 程名 旺^十゛

衛旦敬

0,- 1.4PDOP

国土交通者 hs・G,S安用いた盛土の
面め情報化篤工理要亜ι案」

(早虚15年1ユ月)
PI#封応

;)

票出力

」ーレ

工 カカテクデ干工畢

工城式壷アカサカテウ0

000121

のヘ

走行軌跡図

丁りの待ち時間が無く
ていいよ!

情化施工について

壷軌跡図

筒工

ノン

、

0ン

昌圧盛士

法匝仕上げ

(1日)

豪

(丁彊霞)

東ヒCALS普及会

篁工岳圃血 1'一肋 1ユ"量.1屠力"住即^

土

急T'此穐一山M

理ブn,"イズ 50.

緩定転圧目敷 1

2 目

届1之笠工含京比

ローラ号
例1^ローラ

昆綬力/卸固幅 3懸覚ノ11

始^/m/01噂:15:斜

終了^ノ促ノ01伽:m:馬

天候

tA'.・,氏名赤医太昂

実走行時闘 oh"'帥'

実走行矩 4伽6.4

'.31甲均達度

GPS員臣名圧叫倒十゛
フ- 9

0.9 - 1.4PDOP

国土交壷症 h3・C,Sを用いた盛土の
時固め情報化施工管理要偲ι)」
(早虚15卑1ユ月)
PI'対応

3D-MG

7

10OW12~
400耐12

安全性

効果

臼北CALS普及会

150m2~
60om2

手元作鴛員

0~1名

測量早聞

(丁彊霞匿・
去)

AしS普及ム

1~15倍

オペの技量に
よる

Ⅲ情報化施工について

手元作業

0名

20m及び変化点ご
と

仕上げ精度

側
桝
劇
制
゛
゛

艶

'
一
,
:
セ
一

.

.
"

冒
冒
智
闇
司
零

[
才
゛



Ⅲ肩報化施工について

TSは・・・

1対1の計

省

ガ CALS普及会

設現場での運用

高

Ⅲ

亀

月報化施工について

V 最新測量技

タイ,々ーヲーノノマオダム々ーラー

、北CALS普及会

000133

の介

レーザースキャナー測

レーザースキャナー

特定の間隔(縦・横)1こレーザーを発信し、発信時の角度と受信ま
での時間位相差等から距離を取得して、レーザースキャナーから
の被十測対までの相対位の座点群を取得する装。

特徴
①ノンプリズム方式の採用により、大 の点群を取得できること

《口や 1 に こ 0

②デジタルカメラとの併用により、座 点群に色を付与できる。

③点群データを利用した度な数 算出が可能である。

穿仁材の戯ゼ曹え可諮1

締固め管理システム(

遁虜謝

'コ CALS普及会

TS・GNSS 用、た締固め管理
.盛土全面の管理による1質の向上

規定方式での、R1計法や砂置換法は広い面積を点の測定値で1

代表させていましナニ。

工法規定では転圧回数の管理により、面的に捕らえることができます。

閣締固め状況の早期把握による工程短縮
締固め回数を決定し、その規定回数を転圧します。
その転圧回数毎の色が示されるによって、即座に転圧状況が把握できます。
次層盛土などへの迅連な移行が実現します。

^

むCALS普及会

000134

締固め回数の管理による過不足転圧の防止

.オペレータの省技能化
オペレータは車載パソコンのモニターで色によって転圧回数を把握できるので、
過不足転圧の防止になります。

また、人為的ミスが少なくなり、オペレータによる品差もなくなります。

地上レーザ計

山^^
食

測技術等の紹介

'

ι ヒCALS

000129

く》

システムのご紹介

^^^
^

^

.^出,
卓亀.^^

レー例二よ.^.'.局直負童.ら庄症.
輩功晶

000132

報化施工について

地上レーザ計システムのご紹介

上レーザ計
剣量趣塾

"血

.晶^

^..^,

..具,割,角窒

ピー'蛙^角

GPSシステムとLPSシステムの違い

亘劇^

亀^

ヒCALS吐及会

000135

'^

システムのご紹介

⇔

0

点婁

東メ CALS普

000130

CIM技術検討会資

Ⅲ情報化施工について

より抜粋

000136

鄭

＼

CALS普及会

建設現場での運用

冨

会
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1
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測技術の紹介

トンネル内断面

ヒCALS普及会

測技術等の紹介

弘前公園廻りビューアデータ

V 新測技術等の紹介

呈^
^

^.."

ヒCALS普及会

000141

^

測技術等の紹介

弘前公園廻り点群データ

f

昌

災がれき算出業務

むCALS普及会

走行しながら道路周辺の高精度な3次元座標を効率的に取得できる車載型計測システム
GPS(3台)、1MU、レーザースキャナー、デジタルカメラを車上ユニットに搭載

自己位 6Cm、レーザー計測点の絶対精度:水平10cm、高さ15Cm、相対度 Icm、
※メーカーカタログ(20m以内、GPS可視区間の場合).走行速度20km~80km.

. MMS-X(32の . MMS-X(64の
・GPSX3、 NU、オドメドj ・GPS X 3、副U、オ十'メNJ
・レーザースキャナ角t前方1台.哉方1台で計2台 ・レーリースキャナカ{前方2台、後方2台で計4台
(毎秒舶300.000点ノ秒の計) (毎秒約13'575点X4=最大54.300点秒の計頑1)
カメラ計3台 カメラが360度カパーで計6台
(500万固素、最大毎秒10牧台、矩離指定影 (500万画素、量大毎秒10牧台、距指定撮影)

測技術等の紹介

.^^

圏^^

北CALS普及会

000142

測レ技術等の紹介

オフィスアルカディア

一ノ

東むCALS普及会

000137

測

MMS ・取'

技術等の

するレーザ

3次元レーザ点群

(GPS座標)

ノ大毎秒54,300点

,北CALS普及会

000140

000143

.

.

.

北CALS普及会

000138

/・Υ

測技術の紹介

カメラ画像

(200~500万画素)

ノ大毎秒10枚X6
時間同期された、3次元
レーザ点群データとカメ
ラ画像データを度良く
重畳

道路周辺の3次元情報化

000144

計測風景

縦

北CALS普及会

000139

路面サーフェイス

図作成業務

縦断図作成 横断図作成

'

と

介
点



情報共有システム(ASP)
活用のコツ

受発注者間のコミュニケーションの円;化

情報共有システムの利活用により、発注者間のコミュ
ニケーションの円滑化を図る。

ボイント1

[対面打合せとASPの使い分け
複雑な協議等をASPだけでやり取りしていると,
対面で打合せをするより時間が余計にかかる
傾向がある

5回,6回と差し戻し・再提出になっていること
...

提出だけのもの,簡単な協議などはASPで提
出・決裁すると時間の節約になる

対面で協議した結果は,紙のままにするか,必
要に応じて電子化してASPに登録する

^

Ⅳ工枦報共有システムについて

000149

事例紹介

発注者事務所まで片道1時間,往復+αで日中に3時
問程度必要となる

現場を空けられる日を選んで発注者事務所を訪問

その分をカバーするため残業になることが多い

ASPを利用した場合

協議は従来通り対面で実施することが多い

それでも書類の できるASPで

日中の移動時問が節約できるため.夕方までに類を
1 てい(この効果がー提出して ^

番大きいと感じている)

現場を空けられなくても提出可能なので,決裁完了ま
での期間も短くなる

コ CALS普及会

Ⅳ工事情報共有システムについて

000150

一紋社団R人喬森県建杖業協会
Aomorl co"写tru0110"

A.魯001.tlo"

甲^^背噛安方,T .1.

弗冉厳尋..胃.
TⅡ引1-1卦一M",'工引1.

^

ボイント2

ASP上で決裁を円滑に進めるコツ

決裁が滞ってしまっナこ・ー

にナ'つていか
異ノそ のところで

力Σ登ので,フォローしたりお願いして進め
てもらう

間違い等を直して早く出し直して欲しい

書類を作成した人
生と,すぐ修正に取りかかれる

て更断他楓>

コ CALS苦会

北CALS普及会

000145

0"時

キ^悼黒゛、L工,

Ⅳ工事情報共有システムについて

^^雫長ι豐雫
r詰.暑嵯頓壷肋費,惟
{'叱L, r填冒金^ノユ,ム」仁 ^1"

.^エ^ t宝.置,11.虐リ
住記丸.金員電コ」上喉^

^骨00^駆堆令

丘電異胃自臥寅茸

.饗艶腎血軍寓撃

^壷ら哨AO、41?11U

00014700015】

工

ASPによる工

(tクt三1レフフィル)一平厳?5年4月1日更折

,(PD月一平馳4年7月?7日更新

のφD此一平脆奔7月27日重新

(叱F)一革,発4年7月?1日吏新

"一平威伽年.月1日受折

【P守)一乎戚之5年4月1日亜頬

の

システムのご申加にコ.1τ

ゼX、て

000146

CALS 及会

IV 工事情報共有システムについて

ASP「工事監理官」のイメージ

000152

コ早1.,..旦字

(平境5年'月1日王釿)
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ボイント3

[共有文書・検査支援の使い方
検査支援機能でダウンロードしたデータ

.^.1^.電.^.^.劇^.^^^冗J

.

,...ント

冒"阜゛ユー1ト

.

1

..

..

1

'.

.

書無の遷登

巷亀一曳を作

て

、、

完成検査後の工事帳票(電子)
の扱いについて

ASP上の電子データは
のー- CD.R 1こル

^. する(事前協議で発注者のて

了解を得てください)。

ASPからのお願い

ガイドライン等では受注者・発注者がそれ
ぞれダウンロードすることになっています
が,サーバやネットワーク荷が高いた
め J又、力ぐーー

ボイント3

[共有文書・検査支援の使い方
その前に・・「納品物」をちょっと整理

工事完成図書

紙の成果品

工完成図婁の種類

工車完成図

工事理台

子媒体納品書

置子成果品チエック記録

工完成図のCADデータ

台〒ータ

地データ

工事書類の類

000157

電子成果品

して注に
日

[電子検査の事例紹介

工事類

じフ
、 1

子データ

工写真

CADデータの印刷物

データの印物台

子納品チェックシステムによる確認
結果の印刷物

SXF形式

生コンクリート品記録表、施設基本
データ等

TRABISデータ等

備考

紙

事例1

・ASPで決裁した工事書類も鏡だけは印刷

・紙の工事書類と一緒に上記鏡をファイリング

・検査時は紙のファイルを中心に確認し,必要

に応じて電子データ(添付ファイル)を確認

事例2

・紙.電子を問わず工事害類の一表を作成

・一覧中,紙なのか電子データなのかわかるように記載

・検査時は一覧表も見ながら必要な類を確認

ASPで提出した工事票
(電子検で受検した工

したCD.R

してください。

紐で提出した工

ボイント3

[共有文書・検査支援の使い方
共有文書機能はASP上で決裁した書類
を階層化されたフォルダに格納する機能

検査対応を考慮したフォルダ構成になっ
ている

別途電子化した書類を登録することもで
きる

伊D全現場宛の指示や通知は電子メールで
一斉送付されることがある。これも「指示」
「通知」のフォルダに追加することができ
る。

デジタル写真管理情報基

票)
ASPからダウンロード

000158

電子検査のボイント

.工事書類は、事前に検査用PCにダウンロード

.検査時には「紙」「電子」を明瞭化

複数のPCと、大型モニターの利用

【電子検査の流れ】

000153

ボイント3

[共有文書・検査支援の使い方
共有文機能の回面

^ '.物^^

^

コ,イ..^^^^,一Φ^

罫^,制^膚阜ユ,ム

書餓,成

0

費島

000159

'.ニ^

^↓^尋,

各ワ,昆,^

島,,,』

,.",1^^諸
^^^,、

^

0^1^
=^
コ^制^
0^宜..圏
..1.エ^

,0

0

^

,0.,

^

0

000154

写^,0.

ボイント3

[共有文書・検査支援の使い方

.^^、

^

ー,^聖.

.^

^

言.〔聖ヨ0厘]

^

".唾偉^

".盧..頁一.

検査支援機能は,共有文書機能で格納
されているデータをフォルダ階層ごと一括
でダウンロードする機能

ダウンロードするファイル(検査対象とな
るファイル)を指定できる

^

ーコ,^ート1..曼."電キ

000160

^罰、.
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000156
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Ⅵ 設業における熱中症の知識と対策

ヒCALS普及会

[電子検査のボイント
1.情報共有システムから検立用PCにダウンロート

共有レステムの魯・智 つて.事前r,用此にダウンロート
.フォルダ・カイルをエクスプロ^楓で.ノンプルに表示..要なファイルを笥単検素

蔓工*書^

Ⅵ1 その他

ヒCALS"及会

000165

、゛、'.'壁,剛

OJ、1,^,
U.、11^
U" 1'、

b、.ー,、血宅

OU .ー^.

鼻 区分

つ゛ルダー覧盛
..,.
L.-41'4
U^^ユ

住)オー^インでの書翻峯は、碑実な冨遼量垂墳が碑きれ、スムーズに作で倉る場倉に限る

^

剖^

盟督礁員

^.'ι.亀{"

捻.電を給航したJξりコンエ畢
真を椿納L企パリ^各1合ι.仙畳官

に亀子書郷妄搗航Lだ'やノエ゛1合φ計3
匝し

のλ力切曽で、表量 ^

に可急Φ物曽え

壕砥面を勧二で倉る夕づレ学卜喝東等が畠れば、

打倉せ趣など鳳樺式の書類、碑認郵スムーズ

[電子検査のボイント

長時間お疲れ様でした。

ありがとうこざいました。

2.密顛一覧霞で「鼠子」「紙」を区分し明瞭化

000164

.r 」でり扱った工事書鳳はr 」で働

的にr 子」.情共有システムを判用した工事書顛は

.ただし、書顛内や検場所などの状況に広じて、「紐」での皐

北CALS 及会

000166

000161

[電子検査のポイント

も可

.工事富.一質丑ι工亭芥合吋脚.一覧.庄"虚

.虐軸.牧股.拙壷..唱俗が一B.岳

.M皇竜員.自6,ξりコン峰"で..盛口.封比ι首

000167

..一貿恐^

工畢打音罰^一賀.側

000162

^.鵠^α>尋^.に叫忙鵠如

[電子検査のボイント

1電手」.r .
-0 皇

^^
^^
^^

^^

^^
^^
^^
^^

弄4ι,イトル)仁より

パソコンとモニターの配口(検査会場の'母)

区1買t,

^^
^^

ず""

操作補励員

t工畢見.】
(雌・電予皿偉

.パソコンの根材は.妥注が

.旗のパソ魯ンから、モニター恐示の物り曽えを可能とする

.工事真は、受住宅任意の工事管ソフトを用

検壷

場代人

事.讐・貴劇写

000163
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